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こ
の
マ
ン
ガ
文
庫
は

本
当
に
凄
い
！

原
典
を
読
む
以
上
に
、

内
容
を
理
解
で
き
る

楽
し
く
読
め
て

試
験
に
も
効
く

画
期
的
全
集
で
す
！

1 古事記　石ノ森章太郎
2 落窪物語　花村えい子
3 4 5 源氏物語（上中下）　長谷川法世
6 和泉式部日記　いがらしゆみこ
7 堤中納言物語　坂田靖子
8 9 今昔物語（上下）　水木しげる
10 11 12 平家物語（上中下）　横山光輝
13 とはずがたり　いがらしゆみこ
14 15 16 吾妻鏡（上中下）　竹宮惠子
17 徒然草　バロン吉元
18 19 20 太平記（上中下）　さいとう・たかを
21 御伽草子　やまだ紫

22 信長公記　小島剛夕
23 三河物語　安彦良和
24 好色五人女　牧　美也子
25 奥の細道　矢口高雄
26 葉　隠　黒鉄ヒロシ
27 心中天網島　里中満智子
28 雨月物語　木原敏江
29 東海道中膝栗毛　土田よしこ
30 浮世床　古谷三敏
31 春色梅児誉美　酒井美羽
32 怪　談　つのだじろう

マンガ界の
レジェンドが
一堂に会した
夢の競作！

超豪華
執筆陣

22名

推薦!推薦!伊沢拓司
東大最強のクイズ王
い したくざわ

 

9 

今
昔
物
語（
下
）　

水
木
し
げ
る

「
今
ハ
昔…

…

」
で
始
ま
る
一
千
余
話
か
ら
二
十
三
話
を
厳
選
。

芥
川
の
小
説
『
藪
の
中
』『
鼻
』
や
映
画
、
劇
画
に
も
多
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
、
面
白
う
て
や
が
て
恐
ろ
し
き
物
語
。

　10
平
家
物
語（
上
）　

横
山
光
輝

平
家
一
門
の
栄
枯
盛
衰
を
描
く
軍
記
物
語
の
最
高
傑
作
。
三

国
志
な
ど
の
中
国
史
も
の
を
長
く
手
が
け
て
き
た
著
者
が
中

世
日
本
の
幕
開
け
を
告
げ
る
内
乱
の
時
代
を
活
写
す
る
。

　11
平
家
物
語（
中
）　

横
山
光
輝

清
盛
が
太
政
大
臣
の
位
を
き
わ
め
て
十
三
年
後
、
つ
い
に
反

平
家
の
勢
力
が
結
集
し
た
！
　
後
白
河
院
、
清
盛
、
頼
朝
の

権
力
闘
争
を
軸
に
揺
籃
の
時
代
を
描
く
一
大
叙
事
詩
。

　12
平
家
物
語（
下
）　

横
山
光
輝

木
曾
義
仲
が
京
に
迫
る
な
か
、
清
盛
を
失
っ
た
平
家
は
都
を

捨
て
西
へ
落
ち
て
ゆ
く
。
滅
び
の
哀
感
に
彩
ら
れ
た
壇
ノ
浦

の
決
戦
を
、
中
国
史
マ
ン
ガ
の
泰
斗
が
詩
情
豊
か
に
描
く
。

　13
と
は
ず
が
た
り
　
い
が
ら
し
ゆ
み
こ

後
深
草
院
の
後
宮
二
条
が
、
み
ず
か
ら
の
半
生
を
綴
っ
た
日

記
・
紀
行
文
学
。
鎌
倉
中
期
の
宮
廷
で
数
奇
な
体
験
を
重
ね

つ
つ
、
自
己
を
確
立
し
成
長
し
て
い
く
女
性
の
姿
を
描
く
。

　14
吾
妻
鏡（
上
）　

竹
宮
惠
子

日
記
体
で
記
さ
れ
た
鎌
倉
幕
府
の
公
用
記
録
書
を
、
稀
代
の

ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
が
物
語
化
。
躍
動
感
　
れ
る
タ
ッ
チ
で

中
世
武
家
社
会
を
描
き
、
源
頼
朝
の
実
像
に
迫
る
。

　15
吾
妻
鏡（
中
）
竹
宮
惠
子

御
家
人
の
粛
清
、
公
文
所
、
問
注
所
の
設
置
と
鎌
倉
幕
府
開

設
へ
の
準
備
を
着
々
と
進
め
る
頼
朝
に
と
っ
て
最
後
の
障
碍

は
、
平
氏
追
討
に
大
功
を
立
て
た
義
経
の
存
在
だ
っ
た…

!?

　16
吾
妻
鏡（
下
）　

竹
宮
惠
子

頼
朝
の
死
。
頼
家
、実
朝
の
暗
殺
。
政
子
が
鎌
倉
の
長
と
な
り
、

北
条
に
よ
る
執
権
政
治
が
始
ま
る
。
御
家
人
の
動
静
を
き
め

こ
ま
か
に
追
い
な
が
ら
武
家
政
権
確
立
の
時
代
を
描
く
。

　17
徒
然
草
　
バ
ロ
ン
吉
元

自
然
観
、
人
生
観
、
恋
愛
観
か
ら
有
職
故
実
に
い
た
る
ま
で

知
識
人
兼
好
が
縦
横
無
尽
に
綴
る
随
筆
文
学
の
傑
作
。
中
世

の
人
々
の
心
の
あ
り
さ
ま
、
理
想
を
か
い
ま
見
る
。

　18
太
平
記（
上
）　

さ
い
と
う
・
た
か
を

鎌
倉
幕
府
滅
亡
か
ら
南
北
朝
時
代
を
経
て
足
利
義
満
が
将
軍

に
就
く
ま
で
。「
劇
画
」
の
第
一
人
者
が
、
合
戦
に
つ
ぐ
合
戦

に
彩
ら
れ
た
時
代
を
迫
真
の
タ
ッ
チ
で
描
く
。

　19
太
平
記（
中
）
さ
い
と
う
・
た
か
を

楠
木
正
成
や
佐
々
木
道
誉
、
高
師
直
な
ど
、
伝
統
的
な
秩
序

を
乗
り
越
え
て
自
己
の
欲
求
実
現
を
追
求
す
る
「
新
し
い
」

武
将
た
ち
を
、
劇
画
界
の
巨
匠
が
い
き
い
き
と
描
き
出
す
。

　20
太
平
記（
下
）　

さ
い
と
う
・
た
か
を

後
醍
醐
帝
崩
御
か
ら
十
年
後
。
夜
空
に
雷
光
が
走
り
ぬ
け
、

将
軍
塚
が
鳴
動
、
清
水
寺
が
焼
亡
す
る
な
ど
、
京
に
不
吉
な

現
象
が
続
く
。
磐
石
の
尊
氏
政
権
に
再
び
騒
擾
勃
発
か
!?

　21
御
伽
草
子
　
や
ま
だ
紫

中
世
に
書
か
れ
た
童
話
色
の
濃
い
一
群
の
短
篇
読
み
物
か
ら

「
長
谷
雄
草
子
」「
猫
の
草
子
」
な
ど
六
篇
を
収
め
る
。
明
快

に
軽
妙
に
描
く
、
や
ま
だ
流
〝
世
に
も
不
思
議
な
物
語
〞。

　22
信
長
公
記
　
小
島
剛
夕

天
下
統
一
を
夢
見
て
烈
し
く
生
き
た
織
田
信
長
。
本
能
寺
に

斃
れ
る
ま
で
の
十
五
年
間
の
言
動
が
あ
り
の
ま
ま
に
記
さ
れ

た
『
信
長
公
記
』
を
、
現
代
の
鬼
才
絵
師
が
奔
放
に
描
く
。

　23
三
河
物
語
　
安
彦
良
和

江
戸
時
代
前
期
の
旗
本
、
大
久
保
彦
左
衛
門
の
自
伝
。
一
心

太
助
を
か
ら
ま
せ
つ
つ
、
ユ
ー
モ
ア
と
皮
肉
を
た
っ
ぷ
り
効

か
せ
て
、
徳
川
家
代
々
の
事
績
と
旗
本
の
意
地
を
描
く
。

　24
好
色
五
人
女
　
牧　
美
也
子

自
由
恋
愛
が
禁
じ
ら
れ
た
封
建
制
下
、
打
算
も
な
く
一
途
な

愛
を
貫
い
た
五
人
の
女
た
ち
。
お
夏
と
清
十
郎
の
密
通
な
ど
、

事
実
に
材
を
と
っ
た
西
鶴
の
代
表
作
を
華
麗
に
描
く
。

　25
奥
の
細
道
　
矢
口
高
雄

俳
聖
芭
蕉
が
風
雅
の
新
境
地
を
開
い
た
「
み
ち
の
く
」
の
旅

の
記
録
。
旅
路
で
の
出
会
い
、
数
々
の
名
句
が
生
ま
れ
て
ゆ

く
過
程
を
、
こ
ま
や
か
な
情
景
描
写
と
と
も
に
描
き
あ
げ
る
。

　26
葉　
隠
　
黒
鉄
ヒ
ロ
シ

武
士
道
と
い
ふ
は…

、
武
士
道
と
い
ふ
は…

、
武
士
道
と
い

ふ
は…

!?
　
屈
指
の
ギ
ャ
グ
漫
画
家
の
前
人
未
到
の
試
み
!!

黒
鉄
ヒ
ロ
シ
が
真
面
目
に
遊
ぶ
「
武
士
道
」
の
精
髄
。

　27
心
中
天
網
島
　
里
中
満
智
子

表
題
作
ほ
か
「
女
殺
油
地
獄
」「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」「
曾
根

崎
心
中
」
を
収
載
。
最
高
の
戯
曲
作
家
近
松
が
書
き
あ
げ
た

悲
恋
四
篇
を
長
篇
ロ
マ
ン
の
名
手
が
情
念
豊
か
に
描
く
。

　28
雨
月
物
語
　
木
原
敏
江

情
愛
が
昂
じ
て
怪
奇
を
成
す
物
語
の
数
々―
上
田
秋
成
の

流
麗
な
幻
想
美
を
繊
細
な
筆
致
で
描
き
出
す
。「
菊
花
の
約
」

「
浅
茅
が
宿
」「
吉
備
津
の
釜
」「
蛇
性
の
婬
」
の
四
篇
。

　29
東
海
道
中
膝
栗
毛
　
土
田
よ
し
こ

酒
屋
の
払
い
を
ふ
み
た
お
し
、
お
伊
勢
さ
ん
ま
で
厄
払
い
。

花
も
嵐
も
ふ
み
た
お
す
、
男
ふ
た
り
の
珍
道
中
。
土
田
よ
し

こ
が
存
分
に
活
写
す
る
、
江
戸
の
笑
い
と
息
づ
か
い
。　
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30
浮
世
床
　
古
谷
三
敏

大
真
面
目
に
し
て
少
し
珍
妙
。
ホ
ッ
と
浮
世
の
人
情
髪
結
床
。

『
浮
世
風
呂
』
に
続
く
式
亭
三
馬
の
滑
稽
本
。
庶
民
の
社
交
場

を
舞
台
に
江
戸
下
町
の
雰
囲
気
を
写
し
取
る
。

　31
春
色
梅
児
誉
美
　
酒
井
美
羽

色
男
・
丹
次
郎
を
め
ぐ
っ
て
許
嫁
と
芸
者
が
繰
り
広
げ
る
恋

と
笑
い
と
人
情
の
万
華
鏡
。
当
時
の
若
い
女
性
読
者
を
夢
中

に
さ
せ
た
為
永
春
水
の
人
情
本
を
コ
ミ
ッ
ク
化
。

　32
怪
　
談
　
つ
の
だ
じ
ろ
う

雪
お
ん
な
、
耳
な
し
芳
一
な
ど
、
小
泉
八
雲
が
掘
り
起
こ
し

生
き
返
ら
せ
た
民
間
伝
承
十
五
編
を
収
録
。
恐
怖
漫
画
家
つ

の
だ
じ
ろ
う
の
筆
で
贈
る
戦
慄
の
怪
異
短
篇
集
。

う
め

ご

よ

み
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1 

古
事
記
　
石
ノ
森
章
太
郎

イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
国
生
み
、
天
の
石
屋
戸
、
八
俣
の

大
蛇
、
因
幡
の
素
兎
、
海
幸
彦
と
山
幸
彦…

…

昔
話
と
し
て

な
じ
み
の
深
い
神
話
、
寓
話
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
再
現
す
る
。

2 

落
窪
物
語
　
花
村
え
い
子

床
の
落
ち
窪
ん
だ
部
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
心
美
し
く

薄
幸
な
「
落
窪
の
君
」―

。
世
界
最
古
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

る
継
子
い
じ
め
物
語
が
、
み
ず
み
ず
し
い
感
情
描
写
で
蘇
る
。

3   

源
氏
物
語
（
上
）　

長
谷
川
法
世

さ
ま
ざ
ま
な
女
性
と
の
恋
愛
を
通
し
て
、
類
い
稀
な
る
美
し

さ
と
才
能
を
発
揮
し
て
ゆ
く
光
源
氏
の
青
春
時
代
。
正
確
な

考
証
を
礎
に
大
胆
な
解
釈
を
試
み
る
平
成
版
源
氏
絵
巻
。

4  

源
氏
物
語
（
中
）　

長
谷
川
法
世

流
離
の
地
、
須
磨
・
明
石
か
ら
の
帰
京
に
は
じ
ま
り
、
政
界

の
中
枢
に
の
ぼ
り
つ
め
る
三
十
九
歳
の
春
ま
で
。
絵
巻
の
伝

統
技
法
を
取
り
入
れ
て
描
く
光
源
氏
の
栄
耀
栄
華
。

5 

源
氏
物
語
（
下
）　

長
谷
川
法
世

年
も
わ
が
世
も
尽
き
ぬ―

。
柏
木
と
女
三
の
宮
の
密
通
、

薫
の
誕
生
、
は
か
な
く
息
絶
え
る
紫
の
上
。
消
え
行
く
も
の

と
生
れ
出
づ
る
も
の
が
激
し
く
交
差
す
る
光
源
氏
の
最
晩
年
。

6 

和
泉
式
部
日
記
　
い
が
ら
し
ゆ
み
こ

恋
多
き
女
と
　
さ
れ
た
平
安
の
歌
人
和
泉
式
部
。
死
別
し
た

恋
人
の
弟
宮
、
敦
道
親
王
と
の
愛
と
苦
悩
の
日
々
を
綴
っ
た

日
記
文
学
の
傑
作
を
、
四
季
の
移
ろ
い
も
鮮
や
か
に
描
く
。

7 

堤
中
納
言
物
語
　
坂
田
靖
子

平
安
び
と
の
円
熟
し
た
ウ
イ
ッ
ト
と
ユ
ー
モ
ア
を
う
か
が
わ

せ
る
日
本
最
古
の
短
篇
物
語
集
。「
虫
め
づ
る
姫
君
」「
は
い

ず
み
」
他
、
シ
ン
プ
ル
な
タ
ッ
チ
で
軽
妙
に
描
く
十
篇
。

8  

今
昔
物
語
（
上
）　

水
木
し
げ
る

呪
術
・
幻
術
が
渦
巻
き
、
霊
鬼
・
異
類
が
跳
梁
し
た
平
安
時

代
の
闇
を
語
る
日
本
最
大
の
説
話
集
。
妖
怪
マ
ン
ガ
の
第
一

人
者
が
、
あ
な
た
を
不
可
思
議
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
う
。
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